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研究の概要
本研究は定時制の単位制普通高校の生徒にコミュニケーションスキルを身に付けさせて、コミュニケーションの機会を増

やす取組である。基本的なコミュニケーションスキルを身に付けることが学校生活の向上や人間関係の安定につながると
考えた。職員や生徒アンケートから内容を決め、来年度卒業を控えた中級年次集会で基本的なソーシャルスキルトレーニ
ング(以下ＳＳＴ)を実施した。また、教職員が生徒の社会性を育てることの重要性を認識する機会と考え、トレーニングを公
開をした。

コミュニケーションスキルが身に付く ・ 生徒のコミュニケーションの機会が増える
ゼミ活動や学校生活全般での生徒のコミュニケーション活動が増える

第３回終了後の職員アンケートより
発表会来場者感想 フレックス発表会

接待をていねいにできた。 (実践の場) ・あいさつする生徒が増えた。33％
説明がわかりやすかった。 ・来場者にしっかりあいさつしよう。 ・話す人の方を向くようになった。22％
あいさつがきちんとできた。 ・聞いてもらえるように 感想：長く続ければ定着すると思う。

きちんと説明をしよう。 ていねいな話し方が上手に
なった生徒もいる。

※話し合いの様子→

ＳＳＴの実施
生徒の感想 言葉を使わない 教職員の感想

話し合いは難しいけど 第３回ＳＳＴ（１１月実施・公開） コミュニケーション 話し合いはがんばれた。
がんばった。 〔非言語コミュニケーション 相手を尊重して 言葉以外のコミュニケ－
コミュニケーション ・話し合いのスキル〕 話し合いの練習 ションは難しかったかも。
にもいろいろある。

←※言葉を使わず
コミュニケーション

生徒の感想
もっといろいろ話して 第２回ＳＳＴ（１０月実施・公開） ていねい語の練習 教職員の感想
みたい。 〔ていねいな話し方２ 話題を探す 話しかけ方の練習だけ
難しいけど、大切なこと ・話しかけ方の練習〕 話しかける練習 でなく、身に付くと良い。
だと思う。

←※表情を作る練習

生徒の感想
上手にできた。 第１回ＳＳＴ（９月実施・公開） あいさつの練習 教職員の感想
きちんと相手の方を向 〔あいさつ・話を聞く態度 会話では相手の方を向く よく取り組んでいた。
こう。 ・ていねいな話し方１〕 ていねいな表現 思った以上に声が出た。

ＳＳＴの内容決定
あいさつやマナー
ルールを中心に。

生徒たちの意識 教職員の気持ち
人と上手くやっているつもり。 生徒たちの意識と、教職員の気持ちには 人との関係を作れるようになって
マナーやルールは守れているつもり。 大きなずれがある。 ほしい。マナーやルールをしっか
あいさつもできているつもり。 生徒はこれまでに社会性を獲得する機会 りと身に付けてほしい。

をあまり持つことができなかったのではな
いだろうか？

実態の把握 生徒の社会性についてのアンケート調査を実施。 生徒〈９月〉・職員〈８月〉

※ 学校特有の問題
・不登校から回復し卒業していく生徒の中にも、他の生徒との人間関係が苦手な生徒が多い。居場所を見つけられない。
・先生方とうまくコミュニケーションがとれない。自分から聞くのも苦手な様子。

生 徒 た ち の 実 態 学 校 の 特 性
優しく相手を思いやれる・不登校の経験者が多い 定時制単位制高校・みんな違う時間割・少人数制授業
人間関係の構築が難しい・集団行動が苦手 一人一人が自分のペースで学習・クラスや学年はない
自分から行動を起こすのは苦手 ゼミ制度・教師の丁寧なかかわり

研究の成果と課題
ＳＳＴを体験した生徒たちは「あいさつ」や「ていねいに話す」「話を聞く態度」が上手になり、職員との関わりも増えた。
活動を行った理由や必要性についても理解が進んだ様子である。だが、生徒たちはコミュニケーション活動を行うこと
の重要性を感じながら、同時に難しさを感じている。今後は、より達成しやすい目標を提示しモチベーションを向上し、
参加しやすい活動内容で、引き続きトレーニングを行う必要がある。


